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〇 高精度測位は社会経済活動に不可欠なサービスですが、衛星だけでは実現できず、地上

インフラである電子基準点とネットワークがあってはじめて実現していることを、広く

国民に理解していただくことが必要と考えます。くらしの中で電子基準点がどのように

役立っているのかを周知していく活動の実施が望まれます。 

 

〇 喫緊の課題は耐災害性強化です。データ配信拠点の 2拠点化・ 冗長化が必要です。大規

模地震等災害時にサービスを維持することが重要で、災害地の救援活動と一般の社会

経済活動の継続に大きく貢献するばずです。少なくともサービスの中断期間を極力短

縮するシステム整備が必要で、その後の復旧 復興のフエーズに支障をきたさないこと

が肝要です。 

 

〇 電子基準点の整備 維持管理に関する予算要求は、どのような枠組みでなされているの

か理解していませんが、国土を測る（測量）、国土を守る（地殻変動等調査）などでし

ょうか。しかし、いまや電子基準点の役割は多岐にわたるようになり、社会経済活動を

支える位置情報提供サービス基盤として、道路と同じようにインフラとして予算要求す

ることも議論すべきと考えます。電子基準点の整備は技術の進展に応じて機器の更新、

ネットワーク等の更新が必要な他、維持管理においても高度な知識 ノウハウを有する

人材が求められるため、相応の予算を確保していく必要があります。 

以上 
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